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序　問題の所在
マイノリティ女性は,被差別の可能性を持つ集団の中で,強いジェンダー規範
の下に行為する主体として,独特の経験をもつとされる.しかし,統計的把握の
困難さなどから,マイノリティ女性の経験の特有性に着目した研究は国内ではま
だ少ない.部落出身女怪のライフヒストリーをもとにした研究はいくつかあるが,
それらは部落内におけるジェンダーの非対称性が,部落出身女性を部落出身者と
しても女性としても周縁化させている事の指摘にとどまる｡
本研究では,マイノリティ女性だから複合的に周緑化されているとだけとらえ
るのではなく,マイノリティの女性だからこそ,差別に対抗するためのひとつの
主体となりうることを明らかにしたい｡もちろん,マイノリティ女性を,女性と
してのジェンダー的な役割の下に均質化することは問題があるだろう｡マイノリ
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ティとして, ｢被差別｣の存在として均質化することにも問題があるだろう｡し
かし,彼女たちのライフヒストリーには,被差別カテゴリーにカテゴライズされ
る主体として,かつ,女性としての特有の状況が概ね共通して見出される｡彼女
たちはさまざまな生活戦略をめぐらせてその状況に対応し,自己の生について語
るだけの力を手に入れてきた｡
彼女たちのライフヒストリーには,社会において女性に非対称に期待される特
性を内面化していることによってつむぎだされたと考えられる,共通した語りの
パターンがある｡それは, "親や自分の味わった差別の苦しみを,子どもには味
わわせたくないと思ったから頑張れだ'といった世代性の語りと,子どもをはじ
めとした近しい存在の被差別の痛みに対し,実感的に理解し,それを,たとえば
"一緒に泣いた"というように感情に発露させたという,情緒的一体性の表明の
語りである｡女性において多く語られるこのようなストーリーは,マイノリティ
集団の内外を問わず肯定的な像として流通する,子どもの幸福のために心を砕く
母親像を参照した言説であると思われる｡しかしその言説は,マイノリティ女性
たちに,現在の自己を肯定的なものとして語る力を与えているのである｡それを
描き出すことは,複数の被差別的カテゴリーに分類される主体にスポットを当て,
差別に対抗する力をもたらす手がかりとなるだろう｡
第1章　複数の被差別カテゴリーに属する主体としてのマイノリティ女性
本章ではまず,いくつかの差別についての議論をレビューしたうえで,本研究
における差別の考え方を示す｡次に,ステイグマに関する論考から,被差別の可
能性をもつ主体が,社会に流通する差別的なまなざしを内面化することで,否定
的なアイデンティティを形成することの問題性を示す｡つづいて,本研究の対象
であるマイノリティ女性について,複数の被差別カテゴリーにカテゴライズされ
るために,主体化されにくく,被差別の社会的位置からの自己解放が困難になり
がちだと考えられてきたことを確認する｡
本研究では,差別を考えるうえで差異を前提とする｡それは,支配的文化の側
にある者とそこからあらかじめ排除されている者との差異である｡この差異は,
いま突然生まれたものではない｡社会の中に織り込まれ,個人が社会化される過
程で読み取って内面化し,明示的あるいは黙示的な行為によって維持･再生産さ
れる分割線のこちらと向こうという差異である｡
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たとえば, ｢部落民｣カテゴリーを,差別するために使用する側にとって,分
割原理として内面化された｢部落民｣は,貧しさという社会的低位性のみでなく,
差別者側がよく言う｢血が違う｣という表現に見られるような,当事者には操作
不可能な差異を含んだ集団である｡むろんこの差異は,制度的な上下関係がなく
なった場で強化され,正統なものとして流通してきた架空の差異である｡差別者
側は,部落出身者を｢部落民｣カテゴリーに分類し, ｢血が違う｣という差異や,
貧しさやふるまいの租雑さという低位性のコードをそのカテゴリーに付与するこ
とによって, ｢部落民｣の関係的な低位性を構築し続けるのである｡
差別は無根拠であっても,ある差別的カテゴリーに対するまなざしのイメージ
は流通している｡被差別の可能性をもつ主体にとって,そのカテゴリーの象徴は
ステイグマとして機能する｡また,差別的なまなざしの存在により,それを向け
られると自認する個人はフェルト･ステイグマを形成する｡個人の解放は,その
フェルト･ステイグマからの脱却である｡
これまでフェミニズムの研究者が指摘してきたように,日本ではマイノリティ
女性のような,複合マイノリティの研究が遅れている｡マイノリティ研究におい
ても,マイノリティ女性のジェンダー的な困難を｢文化｣のレベルにとどめてし
まいがちである｡
上野千鶴子は,被差別の可能性を複数もつ主体について, ｢ひとつの文脈で差
別を受けている弱者が,べつな文脈のなかでは強者であることはいくらもありう
る｣ことを指摘している｡それを説明するために,上野は｢複合差別｣概念を採
用している｡
本研究の対象である被差別部落出身女性,在日コリアン女性についても,複数
の被差別の可能性をもつ主体が経験する状況をとらえるという点において,この
概念は重要である｡裡念型として考えると,単相のマイノリティは,マジョリテ
ィの見方が支配的な社会の中で沈黙を余儀なくされる｡マイノリティの中のマイ
ノリティにとっても,同じことがいえる｡すなわち,複合マイノリティは,自己
を解放していくための言葉をもつことがより難しい位置にあるといえるだろう｡
第2章　日本におけるマイノリティのライフヒストリー研究
本章では,これまでに部落出身者,及び,在日コリアンに関してなされてきた
ライフヒストリー研究をレビューする｡また,質的調査を用いた研究に必ず付き
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まとう,データの信頼性,代表性について考察する｡
第3章　部落出身女性のライフヒストリー
本章では,これまでの部落差別問題に関する研究にジェンダーの視点が薄かっ
たことを確認したうえで,筆者が実施した部落出身女性を対象としたインタビュ
ーから, 6名分のライフヒストリーを例示する｡
第4章　在日コリアン女性のライフヒストリー
本章では,先行研究から,在日コリアン女性の行為のうえで強いジェンダー規
範がはたらいていることを確認し,筆者が実施した在日コリアン女性を対象とし
たインタビューから, 6名分のライフヒストリーを例示する｡
第5章　ライフヒストリーにみる困難の様相と自己解放の過程
第3章,第4章で例示してきたライフヒストリーをみていくと,ひとりひとり
の経験は個性的なものだが,何名もの話を聞くうちに,個性とだけは言い切れな
い,場における経験といいうる共通のそれが浮かび上がってきた｡すなわち,部
落出身女性が,あるいは在日コリアン女性が,日本社会で生きる上で,そのカテ
ゴリー化される属性ゆえに出合う経験があるといってよいだろう｡
さらに,部落出身,あるいは在日コリアンという違いがあり,年齢にも幅のあ
る女性たちに共通の経験が見出される点で,彼女たちの経験は,日本社会で生活
するマイノリティ女性全般の経験を理解するうえで, ---走程度のもっともらしさ
をもつものであるといえるだろう｡なぜならば,彼女たちの経験には,これまで
に差別についてなされてきた研究に見られる,差別される可能性をもつ主体の精
神的な経験と相同性をもつ経験と,ジェンダー論で扱われてきた,ある社会の中
で女性として生活するうえで出合う,明確なあるいは隠微な形で,女性を社会の
ある位置に追いやる権力とが見出されるからだ｡
そのうえで筆者が重視したいのは,彼女たちが,現在,自己を肯定的に語るノJ
を形成する上で,あるハビトウスが機能していることだ｡後段において詳述する
が,筆者はそのハビトウスを｢母親性｣と呼んでいる｡それはおそらく,多くの
マイノリティ女性,あるいは女性だけではなくマイノリティ全般に対して,彼女
ら了彼らを社会のある位置に追いやるまなざしによって内面化した,歪んだ世界
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観を,転換させる力としてはたらくものだ｡
部落出身女性,在日コ1)アン女性のライフヒストリーには,その出身やルーツ
がステイグマとして機能してきたことが見出される｡また,女性であることは,
部落出身者として,在日コリアンとして出合う困難をより複雑にするように働く
こともあった｡
語り手の女性たちが,現在の自己を肯定的な存在として語る中に,いくつかの
共通した様相をもった経験が見出される｡それは,補償的価値の獲得と,差別に
対抗する言説集団の獲得である｡そして,これらの自己解放のための要因を獲得
するうえで,語り手たちが女性であったからこそ有意味なこととして語られた,
いくつかの経験がある｡筆者は,それこそが,マイノリティ女性に独特の,自己
解放の経験の語りだと考える｡
マイノリティ女性の自己解放に至るライフヒストリーの中に,その特有の経験
についての,世代間での,情緒的一体感を伴った共感的理解,子ども世代との反
差別の意志の共有といった,情緒性と世代性とを参照した語りが,自身をも力づ
けるものとして出てくる｡
本研究ではこのように,女性に一般的に期待される情緒的一体性と,それを伴
う世代性の感覚を, ｢母親性｣と名づける｡
親子などのとりわけ近しい他者との間で,その特有の体験を,情緒的な一体性
をもって共有することが可能なハビトウス,すなわち, ｢母親性｣は,女性とし
て社会化されていく過程で獲得されていく｡そして,上述したように,被差別の
可能性をもつ主体において特有の経験の共有は,それを共有する人々すべてを力
づけていく｡すなわち,マイノリティ女性は｢母親性｣によって,自分自身を解
放する力を育んでいくことができるのだ｡
これまで,マイノリティ女性は,マイノリティであると同時に,すでに男性に
対するマイノリティであるという意味で,重層的に困難な存在と考えられてきた｡
また,マイノリティ女性の経験を見れば,それは一定程度事実である｡
しかし,重層的な困難を引き受けるということは,自己を解放することがより
困難であることではない｡社会過程において内面化され,行為される｢母親性｣
が,マイノリティ女性のフェルト･ステイグマを解体するうえで大いにポジテイ
ヴにはたらくのだ｡
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結論　マイノリティ女性の自己解放における｢母親性｣の影響
本研究では,複合的に差別される主体としてとらえられてきたマイノリティ女
性について,その独特の経験と,自己解放の過程を,部落出身女性,及び,在日
コリアン女性のライフヒストリーから読み取り,彼女たちの自己解放の過程に見
られる,マイノリティであり,かつ,女性であるがゆえに可能となった自己解放
の要因を見出した｡
部落出身女性,及び,在日コリアン女性には,部落出身者に対する,及び,荏
日コリアンに対する,日本社会の差別的なまなざしを内面化したことによって,
自分で自分を差別するというマイノリティとしての困難と,ジェンダー規範を内
面化したことによって出合う女性としての困難が見出された｡そして,マイノリ
ティであることによる困難と女性であることによる困難は,絡まりあった形で経
験されることが明らかになった｡
語り手の女性たちが,そのような社会的位置で行為する主体として形成させら
れてきたフェルト･ステイグマから,自身を解放するうえで大きな意味をもつも
のとして語られたものがある｡親世代,子ども世代の身近な他者の被差別体験に
対する,情緒的な一体性を伴った理解と,その表明の語りである｡これは,情緒
性,他者への応答性といった,一般的に女性に非対象に期待されるハビトウスで
あるといえる｡上のような語りは, "子ども世代に,親や自分が味わった困難を
味わわせたくない"といった世代性の語りとあわせて,身近な他者と経験を分か
ち合い,ともに差別に対抗していくために力づけ合う意義がある｡上述のような,
情緒的一体性と,それを伴う世代性の感覚を,本研究では｢母親性｣と名付ける｡
差別に対抗していく力を育むうえで,他者との経験の共有が重要であることは
これまでにも指摘されてきた｡親子などのとりわけ近しい他者との間で,その特
有の体験を,情緒的な一体性をもって共有することが可能なハビトウス,すなわ
ち, ｢母親性｣は,身近な他者との間で,差別に対抗していく力をつけていくこ
とを可能にさせる｡
マイノリティ女性は,強いジェンダー規範のもとに行為する,多重に困難な存
在としてのみとらえられてきた｡しかし,強いジェンダー規範の存在ゆえに形成
されてきた｢母親性｣は,彼女たちの自己解放に貢献してきたといえるだろう｡
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Ⅰ.審査所見
1.本論文の趣旨
服部あさこ氏の学位請求論文｢日本のマイノリティ女性の自己解放における母
親性の影響｣は,被差別部落出身女性と在日コリアン女性のライフヒストリーの
分析から,マイノリティ女性だから複合的に周緑化されているとだけとらえるの
ではなく,マイノリティの女性だからこそ,差別に対抗するためのひとつの主体
となりうることを明らかにしようとしたものである｡本論文では,差別問題の核
心の一つを,被差別の可能性をもつ主体が,社会に流通している当該の差別的カ
テゴリーに対するまなざしのイメージを内面化させられることによってフェルト
･ステイグマ(主観的被差別感)を形成することだととらえ,個人の差別からの
解放は,そのフェルト･ステイグマからの脱却であるとする｡そのうえで,自己
の生について語るだけの力を手に入れてきたマイノリティ女性のライフストーリ
ーには,社会において女性に非対称に期待される特性を内面化していることによ
って紡ぎ出されたと考えられる共通した語りのパターンである,世代性の語りと
情緒的　一体性の表明の語りがあるとし,それを,女性に関する肯定的な像として
流通する,子どもの幸福のために心を砕く母親像を参照した言説であることから
｢母親性｣と名づける｡本論文は,筆者が実施した数多くの被差別部落出身女性,
在日コリアン女性-のライフヒストリー･インタビューから,日本のマイノリテ
ィ女性のフェルト･ステイグマからの自己解放の要因としてこの｢母親性｣を析
出し,その力について考察したものである｡
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2.章別内容の検討
本論文の車ごとの内容について検討しておきたいo
序｢問題の所在｣では,マイノリティの女性だからこそ,差別に対抗するため
のひとつの主体となりうることを明らかにしたいという本論文のねらいと,マイ
ノリティ女性の自己解放の要因として｢母親性｣を描き出すことの意義が述べら
れている｡
第1章｢複数の被差別カテゴリーに属する主体としてのマイノリティ女性｣で
は,先行研究をレビューしたうえで,差別,フェルト･ステイグマ,マイノリテ
ィ女性について考察している｡
1-1では,偏見理論(ルパート･ブラウンら),カテゴリー化理論(ハーヴ
ェイ･サックスら),関係モデル(佐藤裕)など,差別についてのこれまでの理
論を検討したうえで,支配的文化の側にある者とそこからあらかじめ排除されて
いる者との差異を前提として差別を考えるという,本論文における差別の考え方
が示されている｡この差異は,社会の中に織り込まれ,個人が社会化される過程
で読み取って内面化し,明示的あるいは黙示的な行為によって維持･再生産され
る分割線のこちらと向こうという差異であるということが,メンミやブルデュー,
江原由美子の論を参照しつつ論じられている｡
1-2では,差別は無根拠であっても,ある差別的カテゴリーに対するまなざ
しのイメージは流通しており,被差別の可能性をもつ主体にとって,そのカテゴ
リーの象徴はステイグマとして機能すると,ゴフマンのステイグマ論にもとづい
てステイグマとアイデンティティについて論じられている｡さらに,スキャンブ
ラ-らが用いたフェルト･ステイグマ概念を採用し,フェルト･ステイグマ形成
のメカニズムと,個人の解放におけるフェルト･ステイグマからの脱却の重要性
について論じている｡
1-3では,日本ではマイノリティ女性のような複合マイノリティの研究が遅
れており,マイノリティ研究においてもマイノリティ女性のジェンダー的な困難
を｢文化｣のレベルにとどめてしまいがちであることを指摘したうえで,本論文
の対象である被差別部落出身女性,在日コリアン女についてはと野千鶴子の｢複
合差別｣概念が当てはまるとし,複合マイノリティは,自己を解放していくため
の言葉をもつことがより難しい位置にあることを明らかにしている｡
第2章｢日本におけるマイノリティのライフヒストリー｣では,被差別部落出
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身者および在日コリアンに関してなされてきたライフヒストリー研究をレビュー
するとともに,質的調査を用いた研究に必ずつきまとうデータの信頼性,代表性
について考察している｡
2-1では,被差別部落出身者に関してなされたこれまでのライフヒストリー
研究は,自己解放のうえで部落民アイデンティティが重視されたものが多いが,
自己解放の過程で部落という押しつけられたカテゴリーと自己の中でどのように
距離をとっていくかに着目した考察はあまり見られず,部落出身者の解放におけ
るジェンダーの意味づけも薄いと総括している｡また,在日コリアンに関してな
されてきたライフヒストリー研究は,民族アイデンティティの志向に生育過程が
どのような影響を及ぼすかを関心にすえたものが多いが,在日コリアンの女性は
家庭内でもマイノリティの立場を受容せざるを得なかった点への関心が薄いと総
括している｡
2 - 2では,本研究は桜井厚が｢対話的構築主義｣と呼ぶ構築的なアプローチ
を採用しており,ライフヒストリー解釈の信頼性は,語り手の生きられた日常-
の言及のされ方を,当該の語り手の語り全体や他の語り手の語りと関連付けて,
理解的に読み解く結果見出される確からしさということになる,代表性の間への
答えもここから導かれるとしている｡
第3章｢部落出身女性のライフヒストリー｣では,これまでの部落差別問題に
関する研究にジェンダーの視点が薄かったことを確認したうえで,被差別部落出
身女性を対象としたインタビューから, 6名のライフヒストリーを例示している｡
事例1は70代末(インタビュー実施時,以下同様)の東京都在住で滋賀県の被差
別部落出身者,事例2は70代後半の大阪府の被差別部落出身で同一地区在住者,
事例3は70代はじめの東京都の被差別部落出身で都内の別の被差別部落在住者,
事例4は50代後半の長野県の被差別部落出身で同一地区在住者,事例5は50代は
じめの東京都在住で高知県の被差別部落出身,事例6は20代前半の長野県の被差
別部落出身で同一地区在住者である｡
第4章｢在日コリアン女性のライフヒストリー｣では,先行研究からから在日
コリアン女性の行為には強いジェンダー規範が働いていることを確認したうえで,
川崎市での在日コリアン女性を対象としたインタビューから, 6名のライフヒス
トリーを例示している.事例7は結婚のために戦前に渡目した80代半ばの在日一
世,事例8は結婚して戦争末期に渡目した80代半ばの在日一世,事例9は結婚し
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て終戦直前に渡目した80代はじめの在日一世,事例10は愛知県で育った50代はじ
めの在日二世,事例11は川崎市で生まれ育った30代末の在日三世,事例12は川崎
市で生まれ育ち韓国-の留学経験のある30代半ばの在日二･五世(父一世,母二
世)である｡
第5章｢ライフヒストリーにみる困難の様相と自己解放の過程｣では,第3章,
第4章で例示してきた12名のライフヒストリーに共通して見られる経験を抽出す
ることを通して,マイノリティ女性に特有な自己解放の要因として｢母親性｣を
見出し,それについて考察を加えている｡
5-1では,一世の在日コリアンを除くほとんどの語り手は,早くから名状し
がたい｢違い｣を感知し,やがてそれが出身地や民族と結びついたネガティブな
ものへと変容して内面化され,強いフェルト･ステイグマとなっていったことが
示されている｡
5-2では,事例として示した女性たちの語りには, H本社会におけるマイノ
リティとしての困難さばかりではなく,男性に対するマイノリティである女性と
しての困難が見出されることが示されている｡それは,娘として出会う困難,性
的存在としての困難, ｢嫁｣としての困難,家事･育児役割の担い手としての困
難だとしている｡
5-3, 5-4では,事例として示した女性たちが自己の経験を語る力を獲得
し,現在の自己を肯定的な存在として語るうえで共通して見出される経験として,
補償的価値の獲得と,差別に対抗する言説集団との出会いがあることが示されて
いる｡
5-5では,マイノリティ女性の自己解放に至るライフストーリーの中に,自
身を力づけるものとして,特有の経験についての世代間での情緒的一体感を伴っ
た共感的理解,子ども世代との反差別の意志の共有といった語りが共通して出て
くることが示されている｡それは,女性に期待され,社会過程の中に織り込まれ
て獲得される様式であるので｢母親性｣と名づけるとされ,それがマイノリティ
女性のフェルト･ステイグマを解体するうえで大いにポジテイヴにはたらくのだ
と論じられている｡
結論｢マイノリティ女性の自己解放における母親性の影響｣では,第5章で示
された知見を要約し,本論文の結論として,マイノリティ女性は強いジェンダー
規範のもとに行為する多重に困難な存在としてのみとらえられてきた,しかし,
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強いジェンダー規範の存在ゆえに形成されてきた｢母親性｣は彼女たちの自己解
放に貢献してきたといえるだろう,と述べられている｡
3.審査所見
本論文に対しては,社会学における差別研究,マイノリティのアイデンティテ
ィ研究の流れを踏まえての本論文の意義が明確に打ち出されていないこと,マイ
ノリティ女性の自己解放における母親性の重要性が論じ尽くされていないこと,
採用したという対話的構築ii義アプローチがどこに表れているかはっきりしない
こと,一定数の事例を収録することを優先したためか,事例の質にバラつきがあ
り,必ずしも論旨に合致しないものがあることなどが審査委員会で指摘された｡
しかし,審査委員会としては,ヒ記の諸点は,むしろ,服部あさこ氏にとって
は今後の研究課題として追究さるべき研究領域を示したものであるとともに,本
論文が出版されるときに修正すべき側面であり,本論文にはこうした課題を上LpJ
る意義が認められると評価した｡
本論文の意義としては,次の諸点があげられた｡
第1に,マイノリティ女性を,単に二重の困難を抱えさせられた主体としてと
らえるのではなく,女性としてのジェンダー規範を内面化させられたがゆえに,
そのある部分(服部あさこ氏が名づけた｢母親性｣)が,彼女らの被差別部落出
身者,在日コリアンというマイノリティとしてのフェルト･ステイグマを解体す
るうえでポジテイヴにはたらくことを明らかにした点である｡従来のマイノリテ
ィ女性に関する社会学的研究では,彼女らの二重の被差別体験を跡づけ,マジョ
リティの社会･文化システム及びジェンダーシステムを告発するものが多い中に
あって,服部あさこ氏の研究はきわめて独創的である｡しかも,氏が明らかにし
た事柄は,上野千鶴子氏らの複合差別論に一定の修正を迫るものであり,ジェン
ダー研究に　-ffを投ずるものだと言うことができる｡
第2に,上記の｢母親性｣は,丹念なライフヒストリー･インタビューを積み
重ね,それを丁寧にトランスクリプ下したうえで詳細な分析を加えることを通し
て導き出されたものである,という点である｡日本の若手社会学研究者の研究に
は,著名な研究者が作り出した理論に自前のデータを当てはめただけのものが多
い中にあって,データから独力で理論を析出しようとする服部あさこ氏の研究手
法は,高く評価できる｡
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第3に,ライフヒストリーの描き出し万が見事な点である｡前述したように,
本論文に示されたライフヒストリーの事例には質の面でバラつきが見られるが,
質の高い事例については,当該のマイノリティ女性の生きざまや思いが実にリア
ルに伝わってくる文章となっており,審査委員の･人は,電車の中で読んでいた
ところ引き込まれて,降車駅に到着したのに気づかず乗り過ごしたことがあるほ
どである｡これは,氏のライフヒストリー･インタビューの技量と,インタビュ
ー内容をまとめ文章化する能力がきわめて高いことを示している｡
なお,本論文は40万字を越える大部な力作であり,優れた文章力をもってこれ
だけの大作をものにしたことは,服部あさこ氏が研究者としての資質を豊かに備
えていることを示しており,今後,すぐれた業績を数多く発表していくことが期
待できる｡
審査委員会としては,こうした意義をもつ本論文は,日本の社会学におけるマ
イノリティ研究,とりわけ被差別部落出身者研究と在日コリアン研究にも,ジェ
ンダー研究にも新たな1ページを加えるとともに,マイノリティ女性のアイデン
ティティ研究という分野の確揖二人きな貢献をしたと評価している｡
Ⅰ.審査結果
審査委員会では,上記の論文審査結果と,平成20年12月6日午後12時30分から
審査委員及び大学院社会学専攻担当教員出席のもとで実施された口頭試問の結果
から,服部あさこ氏の博土学位請求論文｢日本のマイノリティ女性の自己解放に
おける母親性の影響｣は,本大学院が文学博士の学位を授与･するに値する論文で
あると認めた｡
以　上
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